
食材別食料自給率の変化

輸入品目の国・地域別割合（2014）

特集
食卓から世界を旅する

背
景
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
と
い

う
。「
ま
ず
は
、
小
麦
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
と
い
っ
た
広
大
な
農
地
を
必
要
と
す

る
土
地
利
用
型
農
業
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
は
太
刀
打
ち
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
高
齢
化

な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
国
内
の
農
業
の
足

腰
が
弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
」。

　
ま
た
近
年
で
は
、
原
料
だ
け
で
な
く
加

工
品
の
輸
入
も
増
え
て
い
る
。「
労
働
コ
ス

ト
の
低
さ
を
理
由
に
、
中
国
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
の
国
で
加
工
し
て
、
日
本
に

輸
出
さ
れ
る
食
材
・
食
品
が
増
え
て
い
ま

す
。
居
酒
屋
の
チ
ェ
ー
ン
店
、
ス
ー
パ
ー

の
弁
当
、
給
食
な
ど
に
は
、
実
は
こ
う
し

た
食
材
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
」

と
下
渡
教
授
は
説
明
す
る
。

　
そ
の
一
方
で
、世
界
に
は
、設
備
、技
術
、

制
度
な
ど
の
面
に
お
い
て
農
業
が
ま
だ
ま

だ
未
発
達
な
国
が
多
く
、
日
本
は
こ
う
し

た
国
に
対
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
技
術

移
転
な
ど
の
支
援
を
続
け
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
国
の
安
定
し
た
食
料
供
給
や
、

農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
す
こ
と
が
大
き

日
本
の
伝
統
的
な
食

そ
こ
に
も
海
外
の
食
材
が

〝
食
べ
る
〞か
ら
〝
売
れ
る
〞へ

変
わ
る
日
本
の
支
援

　
正
月
に
食
べ
る
お
祝
い
の
料
理
と
い
え

ば〝
お
せ
ち
〞。
子
孫
繁
栄
を
願
う
数
の
子
、

長
寿
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
エ
ビ
、
ま
め

（
勤
勉
）
に
働
き
、
ま
め
（
健
康
）
に
暮
ら

せ
る
こ
と
を
願
う
黒
豆
な
ど
、
縁
起
の
良

い
食
材
が
食
卓
を
彩
る
お
せ
ち
は
、
日
本

な
ら
で
は
の
正
月
の
風
物
詩
だ
。
し
か
し
、

実
は
そ
の
食
材
の
多
く
は
海
外
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。

　
２
０
１
４
年
度
の
農
林
水
産
省
の
ま
と

め
に
よ
る
と
、
黒
豆
な
ど
の
豆
類
の
自
給

率
は
わ
ず
か
10
％
。
数
の
子
や
エ
ビ
も
ほ

と
ん
ど
が
輸
入
物
で
、
魚
介
類
全
体
の
自

給
率
は
54
％
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
、

お
せ
ち
だ
け
に
限
ら
な
い
。私
た
ち
の
日
々

の
食
卓
は
、
世
界
各
地
で
生
産
さ
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

　
現
在
、
日
本
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
）
は
約
40
％
、
つ
ま
り
60
％
は

海
外
に
依
存
し
て
い
る
。
食
料
問
題
に
詳

し
い
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
の
下
渡

敏
治
教
授
は
、「
依
存
傾
向
は
今
後
ま
す
ま

す
進
む
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
。
そ
の

特集

な
目
的
だ
が
、
開
発
途
上
国
の
農
業
が
発

展
す
る
こ
と
で
、
ひ
い
て
は
日
本
の
食
料

安
全
保
障
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。
ア
ジ
ア
全
体
で
食
料
安
全
保
障
の

実
現
を
目
指
す
「
東
ア
ジ
ア
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
圏
」
を
提
唱
す
る
下
渡
教
授
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
下
、
各
国
が
強
み
を
生
か

し
、
不
得
意
分
野
を
補
完
し
合
え
る
仕
組

み
が
必
要
で
す
。
日
本
も
ア
ジ
ア
市
場
、

さ
ら
に
は
世
界
市
場
と
い
う
大
き
な
枠
組

み
の
中
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
日
本
の
食
関
連
企
業
の
海
外
進

出
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
途
上
国
の

農
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
不
可
欠
だ
。
昨

年
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
T

P
P
）
協
定
の
交
渉
が
大
筋
合
意
に
至
っ

た
こ
と
で
、「
企
業
の
海
外
展
開
の
動
き
は

よ
り
一
層
加
速
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と

下
渡
教
授
は
予
測
す
る
。「
例
え
ば
、
日
本

の
食
品
工
場
が
海
外
に
拠
点
を
置
く
こ
と

で
、
そ
こ
に
日
本
産
の
食
材
を
送
り
、
加

工
し
た
も
の
を
現
地
の
消
費
者
に
提
供
す

る
〝
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
の
輸
出
〞
が
可

能
に
な
り
ま
す
」。

　
裏
を
返
せ
ば
、
こ
う
し
た
動
き
は
日
本

国
外
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
だ
。
貿
易

の
自
由
化
が
進
む
中
、
途
上
国
で
も
、
海

外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た
〝
売
れ
る
食
〞

食卓 から世界を旅する
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※２：重量ベースの食料自給率。「国内生産量／国内消費仕向量×100」

日
本
の
食
と

世
界
の
つ
な
が
り

食
料
自
給
率
が
４
割
に
満
た
な
い
日
本
。
私
た
ち
の
食
生
活
は
、

世
界
各
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
食
品
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い
。

デ
ー
タ
を
通
し
て
、
食
卓
の
背
景
に
あ
る
変
化
や
、

世
界
と
の
つ
な
が
り
を
見
て
み
よ
う
。
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出典：「総合食料自給率（カロリー・生産額）、品目別自給率等」、農林水産省

3
出典：「農林水産物輸出入概況 2014年（平成26年）確定値」、農林水産省

1
出典：「平成26年度食料自給率について」、農林水産省

日本の食料自給率の推移

21％（1975年）→ 62％（2010年）
607万ha（1960年）→ 459万ha（2010年）
13万ha（1975年）→ 40万ha（2010年）

《 生産面 》国内生産力の低下

65歳以上の農業者の割合

農地面積

耕作放棄地

《 需要面 》食生活の変化

112kg/年（1965年）→ 59.5kg/年（2010年）
9.2kg/年（1965年）→ 29.1kg/年（2010年）
6.3kg/年（1965年）→ 13.5kg/年（2010年）

米の消費の減少

畜産物などの消費増加（肉類）

油脂類の消費の増加

自給率低下の要因

1980 1985

73％

39％

を
生
み
出
す
た
め
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
特
に
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、
近
年
、

食
産
業
に
お
け
る
農
業
の
割
合
は
縮
小
し
、

食
品
製
造
業
や
流
通
業
、
外
食
産
業
の
割

合
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
本
の
支
援
も
、
生
産

性
を
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
か
ら
、
加

工
や
流
通
機
能
の
強
化
な
ど
、
商
品
に
付

加
価
値
を
付
け
る
た
め
の
取
り
組
み
へ
と

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。「
今
後
は
、
各
国
の
産

業
構
造
や
、
消
費
者
の
食
生
活
の
変
化
に

き
め
細
か
く
対
応
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

国
に
合
っ
た
戦
略
の
下
で
支
援
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
下
渡
教
授

は
話
す
。

　
今
日
、
食
事
を
す
る
と
き
に
、
料
理
が

食
卓
に
上
る
ま
で
の
過
程
を
少
し
だ
け
考

え
て
み
て
ほ
し
い
。
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

国
と
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。

編集協力：日本大学 生物資源科学部 下渡敏治教授

私たちの舌を楽しませてくれる、おいしい料理の数々。
そこには、世界のさまざまな地域で生産・加工された食材と、

それを支えてきた日本の協力が隠されている。
食卓がつなぐ、日本と世界の知られざる絆を探ってみよう。

※1

※1：カロリーベースの食料自給率。「１人１日あたりの国産供給熱量／１人１日あたりの供給熱量×100」

※2

輸入額
2,861億円

輸入額
2,262億円

ベトナム
20.9％

インドネシア
16.7％

その他
16.2％ロシア

4.2％

カナダ
5.5％

中国
5.9％ タイ

6.6％

インド
16.8％

アルゼンチン
7.3％

米国
34.5％

その他
14.45％

チリ
2.7％

メキシコ
7.7％

ニュージーランド
8.2％

フィリピン
32.5％
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出典：「総合食料自給率（カロリー・生産額）、品目別自給率等」、農林水産省

3
出典：「農林水産物輸出入概況 2014年（平成26年）確定値」、農林水産省

1
出典：「平成26年度食料自給率について」、農林水産省

日本の食料自給率の推移

21％（1975年）→ 62％（2010年）
607万ha（1960年）→ 459万ha（2010年）
13万ha（1975年）→ 40万ha（2010年）

《 生産面 》国内生産力の低下

65歳以上の農業者の割合

農地面積

耕作放棄地

《 需要面 》食生活の変化

112kg/年（1965年）→ 59.5kg/年（2010年）
9.2kg/年（1965年）→ 29.1kg/年（2010年）
6.3kg/年（1965年）→ 13.5kg/年（2010年）

米の消費の減少

畜産物などの消費増加（肉類）

油脂類の消費の増加

自給率低下の要因

1980 1985

73％

39％

を
生
み
出
す
た
め
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
特
に
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、
近
年
、

食
産
業
に
お
け
る
農
業
の
割
合
は
縮
小
し
、

食
品
製
造
業
や
流
通
業
、
外
食
産
業
の
割

合
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
本
の
支
援
も
、
生
産

性
を
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
か
ら
、
加

工
や
流
通
機
能
の
強
化
な
ど
、
商
品
に
付

加
価
値
を
付
け
る
た
め
の
取
り
組
み
へ
と

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。「
今
後
は
、
各
国
の
産

業
構
造
や
、
消
費
者
の
食
生
活
の
変
化
に

き
め
細
か
く
対
応
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

国
に
合
っ
た
戦
略
の
下
で
支
援
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
下
渡
教
授

は
話
す
。

　
今
日
、
食
事
を
す
る
と
き
に
、
料
理
が

食
卓
に
上
る
ま
で
の
過
程
を
少
し
だ
け
考

え
て
み
て
ほ
し
い
。
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

国
と
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。

編集協力：日本大学 生物資源科学部 下渡敏治教授

私たちの舌を楽しませてくれる、おいしい料理の数々。
そこには、世界のさまざまな地域で生産・加工された食材と、

それを支えてきた日本の協力が隠されている。
食卓がつなぐ、日本と世界の知られざる絆を探ってみよう。

※1

※1：カロリーベースの食料自給率。「１人１日あたりの国産供給熱量／１人１日あたりの供給熱量×100」

※2

輸入額
2,861億円

輸入額
2,262億円

ベトナム
20.9％

インドネシア
16.7％

その他
16.2％ロシア

4.2％

カナダ
5.5％

中国
5.9％ タイ

6.6％

インド
16.8％

アルゼンチン
7.3％

米国
34.5％

その他
14.45％

チリ
2.7％

メキシコ
7.7％

ニュージーランド
8.2％

フィリピン
32.5％
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